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効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品
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(非装備時)

G値
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最大財産P: 残り財産P：

桐島　六月(きりしま　むつき)
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戦術Lv4(おしえてやるよ)
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霧谷雄吾
昔一緒に仕事したジャーム化した人

鰹賀節生
ダークムーン

執着
尊敬

好奇心
執着
懐旧
友情
同情

偏愛
悔悟
食傷
嫉妬

敵愾心
嫌悪
憤懣

コネ・噂好きの友人
ぶかぶかの学ラン

4 3

ワーディング

リザレクト

戦術

黒の鉄槌

コンセントレイト

魔王の理

ダークマター

時の棺

ディメンジョンゲート

魔王の玉座
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気絶時

セットアップ

メジャー
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マイナー

オート

視界

-

視界

視界

至近

視界

至近

至近

シーン

自身

選択(自分×)

自身

自身
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自動
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対決

自動

自動

自動

自動

-
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なし
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100％

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

対象がこのラウンド中に行うメジャーアクションのダイスを+ＬＶ個

攻撃力ＬＶ*2+2の射撃攻撃

組み合わせた判定を-Ｌｖ値する

組み合わせた攻撃の攻撃力を+ＬＶ*2

メインプロセスの間バロールのエフェクトを組み合わせた判定のダイスを+ＬＶ個する

相手が判定を行う直前に使用、その判定は失敗する

なんか時空が繋がる

ふわふわする

霧谷雄吾ガチ勢。14歳。小さいことを気にしている思春期。神経質でイライラしていることが多い。
能力を見られて平気な所では見下ろされるのが嫌いなため魔王の玉座を使っていることが多い。

　彼が幼いころ、暴力と恐怖が支配する凄惨な日常の中で唯一弟だけが救いであり、心の拠り所であった。自分よりも力のない者を守ろうと思う心の支柱。しか
しある時それはかんたんにぽっきりと折れてしまった。
　小学校から帰り、狭い部屋を光のない目で見た時ランドセルを取り落とした。リビングに転がる酒缶、コンビニ弁当のゴミ、力なく横たわること切れた弟。目
の前では父母が言い合いをしている。お前が殺した、私は関係ない、お前だって無視していた、どこに死体を捨てるか―――すべてが異国の言葉に聞こえる。
　目の前に来た母親は「誰にも言うな」と鬼女のような形相で言う。
　体が熱い。目の前が赤く染まる。心臓の鼓動が煩い。何かが自分の中で生まれる。そんな感覚を彼は覚え、瞬間、母の頭と胴体は反対方向に捻じれた。
　続いて雑巾を絞るように捻じれていく体。ぶち、ぐちゃ、めしり。そこに落ちたのはおおよそ人であったとは思えない捻じれて潰されたなにか。赤く、桃色の
肉。
　―――なんだ、この化け物は、自分たちを虐げていた化け物は実はこんなにも弱かったのではないか！
　顔を引きつらせる父親を見て口角を釣り上げた。
　めしめしと圧壊していく家財道具、逆にふわりと宙に浮くビールの缶。そして父親を上から見下ろせる浮かぶ体。
「弱いからいけないんだ。お前が教えてくれた言葉だよ」
　壊れたようにけたけたと笑い手を振りかざした途端、ぐらりと視界が傾いだ。そして浮遊した体勢を維持できない。地に落ちる体、彼が振り向くとそこには、
男が一人、立っていた。

　彼が目を覚ますとそこは清潔な白い部屋であった。身体をおこそうとするも身動きが取れない。ベッドに拘束された子供は半狂乱になって暴れる。粉みじんに
なる花瓶に落ちるカーテンレール。その騒ぎを聞きつけたかのようにスーツ姿の男が病室に入ってくる。そして少年の拘束を解いてゆく。
　重力による攻撃を加えようとするが、なぜかその気が起きない。なんだか安心する、いい匂いをしている。少年の脳がこの男は敵ではない、そう囁いている。
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